
活動のきっかけ

平成11年に日本棚田百選に選定され、平成15年の第9回全国棚田サミットの当地開催を契機に、

棚田・里山の保全活動を開始。平成20年にNPO法人恵那市坂折棚田保存会を発足。平成24年に

棚田水源域を整備（涵養林づくり）のために「水源の森実行委員会」を立ち上げ、木の駅プロジェクト

に参加し、緑のダムづくりに取り組む。

活動の概要

◇「森の健康診断」による間伐や水源地調査、木の駅プロジェクトへの参加等で、棚田の用水確保

のほか、災害防止や獣害対策等多様な役割を持つ里山と棚田を一体で保全する活動を実施。

◇土づくり、施肥管理、低農薬、天日干し等の品質管理により棚田で食味の良い米を生産。

◇伝統的な石積みの技法を習得する「石積み塾」を開催、技術の習得と石垣の補修を行う。

◇平成17年より稲作のオーナー制度を開始、各種の体験やイベントを通じ都市住民と交流。

活動の成果

◇棚田の水源域140haの山づくりに「水源の森実行委員会」を中心に年間延べ約250人が参加。林

地残材を木の駅へ搬出し地域通貨（モリ券）に替えることで山づくりへの意識が向上。

◇美しい石積み棚田の景観、稲作オーナー制度等の体験、「田の神様灯祭り」「刈り株祭り」等のイ

ベントの充実により、訪問者数がH23年の4,361人からH28年は8,273人に倍増。

◇品質管理のもと棚田で収穫された米を坂折棚田応援米として販売、食味良好と高い評価。

問合せ先

〒509-8231 岐阜県恵那市中野方町782-1

TEL：0573-23-2032 FAX：0573-23-2046

岐阜県恵那市

⑱特定非営利活動法人恵那市坂折棚田保存会
～ 水源の森を守り、美味しい棚田米づくり ～

◆自然・景観 ◆「食」の提供・活用 ◆その他（水源の森保全活動、木の駅プロジェクト）

田の神様灯祭り

「石積み塾」石垣の補修 山ガールの間伐作業
（水源の森実行委員会）
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